
第 20期決算公告 平成22年４月１日
北海道苫小牧市晴海町43番地47

苫小牧サイロ株式会社
代表取締役 吉田 正

貸借対照表の要旨
(平成21年12月31日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 298

固 定 資 産 1,745
合 計 2,043

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 625

固 定 負 債 257

株 主 資 本 1,160
資 本 金 400

資 本 剰 余 金 60

資 本 準 備 金 60

利 益 剰 余 金 700
その他利益剰余金 700
(うち当期純利益) (140)
合 計 2,043

第 17期決算公告 平成22年４月１日
北海道苫小牧市真砂町38番地５号
メルシャンフィード株式会社

貸借対照表の要旨(平成21年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 1,592,258
固 定 資 産 1,001,775
合 計 2,594,033

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 1,306,892
固 定 負 債 541,471
株 主 資 本 745,670
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 551,389
その他資本剰余金 551,389
利 益 剰 余 金 144,281
その他利益剰余金 144,281
(当期純利益) (96,923)
合 計 2,594,033

第 44期決算公告 平成22年３月17日
東京都練馬区東大泉二丁目11番４号
東 杏 印 刷 株 式 会 社

代表取締役 橋口 和郎
貸借対照表の要旨(平成22年１月31日現在)

科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 416,553
固 定 資 産 247,358
資 産 合 計 663,911

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 134,871
固 定 負 債 77,525
株 主 資 本 451,514
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 431,514
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 426,514
(うち当期純損失) (64,268)
負債・純資産合計 663,911

平成™™年›月˜日 木曜日 (号外第�˜号)官 報
配
当
公
告

宮
崎
県
都
城
市
早
鈴
町
二
五
街
区
一
号

破
産
者

宝
観
光
株
式
会
社

右
の
者
に
対
す
る
宮
崎
地
方
裁
判
所
平
成
十
五
年（
フ
）

第
一
六
七
三
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、
次

の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
一
、
三
一
八
、
一
七
九
、
八
一
四
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
六
、
八
九
四
、
〇
一
四
円

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

宮
崎
市
旭
二
丁
目
二
番
一
号

破
産
管
財
人

柏
田

芳
徳

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岩
手
県
久
慈
市
本
町
一
丁
目
三
八
番
地
、
最
後

の
住
所
岩
手
県
盛
岡
市
下
米
内
二
丁
目
四
番
一
三
号

山
岸
和
敬
荘

被
相
続
人

亡

菅
原

ø

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

岩
手
県
盛
岡
市
松
園
三
丁
目
一
番
五
号

相
続
財
産
管
理
人

菅
原

葉
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
群
馬
県
太
田
市
新
島
町
三
二
二
番
地
、
最
後
の

住
所
群
馬
県
太
田
市
東
長
岡
町
二
五
六
番
地
三

被
相
続
人

亡

星

國
光

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

事
務
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
東
宿
郷
六
丁
目
四
番

一
二
号

近
藤
峰
明
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

近
藤

峰
明

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
札
幌
市
東
区
北
二
二
条
東
一
五
丁
目
二
番
、
最

後
の
住
所
札
幌
市
北
区
拓
北
四
条
三
丁
目
九
番
二
七

号

被
相
続
人

亡

今

博
美

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
九
丁
目
第
二
北
海
ビ
ル

三
階
堀
江
・
大
崎
・
網
森
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人
弁
護
士

堀
江

健
太

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
県
山
武
市
木
原
一
一
二
〇
番
地
二
三
、
最

後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

東

哲

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

事
務
所
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
春
日
二
丁
目
一
八

番
一
〇
号

春
日
Ｂ
Ｌ
Ｄ
五
階

秋
山
慎
太
郎
総

合
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

秋
山
慎
太
郎

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
神
奈
川
県
藤
沢
市
辻
堂
二
丁
目
一
六
九
〇
番

地
、
最
後
の
住
所
神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
花
沢
町
一

番
一
e

三
〇
二
号

被
相
続
人

亡

青
木

宏
之

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

横
浜
市
中
区
住
吉
町
一
丁
目
二
番
地
ス
カ
ー
フ
会

館
五
階

相
続
財
産
管
理
人

桑
原

康
孝

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
愛
知
県
碧
南
市
音
羽
町
一
丁
目
二
二
番
地
、
最

後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

長
田
八
千
代

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

愛
知
県
安
城
市
御
幸
本
町
一
一
番
二
七
号
第
二
大

嶽
ビ
ル
三
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

深
津

茂
樹

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
愛
知
県
豊
橋
市
船
渡
町
字
船
渡
一
五
三
番
地
、

最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ被

相
続
人

亡

白
井

誠
一

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

愛
知
県
豊
橋
市
前
田
南
町
一
丁
目
一
番
地
一
タ

ワ
ー
レ
ジ
デ
ン
ス
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ａ
二
〇
五
号
室

相
続
財
産
管
理
人

伊
藤

隆
穂

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
栃
木
県
小
山
市
大
字
中
久
喜
一
三
二
二
番
地
一

一
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

竹
澤

良
宣

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

事
務
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
東
宿
郷
六
丁
目
四
番

一
二
号

近
藤
峰
明
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

近
藤

峰
明

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
富
山
県
南
砺
市
松
原
六
一
六
番
地
、
最
後
の
住

所
富
山
県
南
砺
市
松
原
六
六
五
番
地
八

被
相
続
人

亡

河
合

俊
雄

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

富
山
県
高
岡
市
中
川
本
町
八
番
一
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

谷
口

央

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岡
山
県
岡
山
市
奉
還
町
三
丁
目
二
〇
六
二
番
地

最
後
の
住
所
岡
山
市
三
門
東
町
八
番
三
号

被
相
続
人

亡

松
原

時
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

事
務
所
岡
山
市
北
区
富
田
町
一
e

八
e

八
富
田
町

エ
グ
ゼ
ビ
ル
一
階
佐
々
木
正
有
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

佐
々
木
正
有
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